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JAPAN BEST FOODS社（JBF） 
会社概要 

•設立 : 2016年4月22日

•株主 :  日東ベスト株式会社 51%  

       双日食料株式会社 30% 

       双日株式会社  19% 

•所在地 : ベトナム・ドンナイ省 ロンドウック工業団地

•従業員 : 135名



JBF工場所在地 



事業内容 

• 主要製品

1- 日配惣菜製品

おにぎり、サンドイッチ、弁当、サラダ、寿司、麺、惣菜

2- 畜肉加工品（牛、豚） スライス、カット、味付け

• 主要販売先

1- コンビニエンスストア、スーパーマーケット

2- 外食(ホテル、レストラン、ケータリングサービス等)



JBF工場概要  

• 敷地面積：9,962㎡    建築面積: 1F 3,629㎡、2F 2,703㎡ 

• 稼働開始：2017年3月2日   



惣菜製品の特長 

•おにぎり
チルドでも美味しく食べられるおにぎり

•サンドイッチ
チルド耐性をもたせた角食パンの開発（保湿性UP）

•寿司
チルドでも美味しく食べられる酢飯

•弁当
日本ノウハウとベトナムレシピの両立



畜肉加工品の特長 

レストラン・ホテル 
スーパーマーケット 

米国産牛肉の輸入 

独自の加工技術により、ベトナム初となる特殊スペック商品を提案。 



フードバリューチェーンにおける
位置づけ 



ベトナムにおける様々な課題 

原材料のバラエティに乏しく、品質が安定しない。

包装材の種類が少ない

⇒多様な調達ルートの確保及び、創意工夫が必須

■経験／ノウハウを持つ優秀な現地人材の確保が困難

安定しないワーカー定着率及び、上昇が続く最低賃金

⇒地道な従業員教育及び、福利厚生の充実が必須

■物流体制の不備、トラック走行規制により効率的な配送が難しい

⇒市内中心部への配送の場合、深夜帯の配送便確保が必須



成長するベトナム経済 

・ 2015年～2017年の実質平均成長率 +6.5％

2018年1－4月での実質成長率は＋8.5％

• 小売・サービス売上高は1,399兆ドン（約7兆円） 前年同期比＋9.8％

• 1人当たり名目GDP 2015年 2,085米ドル、 2017年 2,353米ドル

（+12.8％） ホーチミン 5,354米ドル（2016年）

• ベトナム人口  9,320万人(2017年)、 ホーチミン 829.8万人(2016年）

• 最低賃金2019年 418万VND（約2万2千円）前年比＋5.3%



発展するホーチミン市内の小売店舗 



ご清聴ありがとうございました。 


